






報告者が1998年9月から一年間近 く在籍 した光華管理学院 は
北京大学のなかでは異彩を放った存在である。当学院は1994年に
北京大学 と香港の光華教育基金 とのあいだの国際合作教育事業 と
して設立された もので、その特徴 をみると建物、研究教育設備、






との考 えに基づ くものだ。海外 との交流 も盛んで、特 にMBA教
育においてアメリカの経営学の名門ノースウェスタン大学ケロッ
グスクール と合作協定 を締結 し、教員の相互派遣 も行っている。
このMBAコ ースの資金 としてP&Gや コカ ・コーラな ど有名な
多国籍企業か ら多額の寄付金を受けている。
北京大学の学生は勉学に真面目で努力 している姿が多 くみ られ
た。特 に感心 したのは、授業中や講演会などで積極的に質問をす
る人が多いこと、図書館や廊下などで多 くの学生が黙々 と勉強 し
ていることであり、ある人が北京大学の学生を 「学問兵士」 と形
容 したのもうなずける。 そのような彼 らの勉学 目的には、海外留
学、より有利な職業に就 くなど具体的にはさまざまであるが、そ





















現時点での回答ないしは見解を示す とい う方法 を取 った。
拙稿の問題点 としては、(a)「地域」・「地域史」そのものについ
ての基本的な考 え方が明 らかでない、 ということを挙げた。 これ
については、紙幅の制限が ある とはいえ学説史の整理が必要で
あったとの観点から、「地域」の多様性か ら説き起 こして戦後日本














ては、アメ リカ軍政下の 「琉球弧」 における政治史を一国史枠組
みか ら解 き放つためにも、紙幅の制限があった とはいえ、台湾に








































拒否権 を行使。両 国は台湾承認国 で あった。97年7月パ プァ
キューギニアは台湾承認 をめ ぐって混乱。2000年、総統のニカラ
グア訪問時に地元メディアが 「金権外交」批判。 ソロモン諸島 は
中台承認をめぐって迷走する。
中台承認競争の標的 となっている国々には 「小国」が多い。台





また現在、多 くのアフリカ諸国が難民問題 を抱えている。常 日
頃 「アフ リカ との協力強化」を謳 う中国は、安保理における1996





アフリカの難民問題 に対 しては公式見 解に沿った姿を示 し易
い。一方、災いが自身に及ぶ時 「建前」から外れた行動 をとる。
その難民政策には二重基準があると言 えないだろうか。
中国(台 湾)外 交についての研究には、大国 との関係 を論 じた
ものが多い。 しかし中台の承認獲得競争 と難民問題 を分析する際
欠かせないのが中小国からの視点である。 この角度からも分析す
ることで、中台の外交姿勢の実態を浮 き彫 りにすることができる
のではないだろうか。
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